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洗礼者聖ヨハネの誕生 (ルカ 1:57-66,80) 
見 え な い も の が 見 え る と き  

 

今年は洗礼者聖ヨハネの誕生の祭日６月 24 日が日曜日と重なりまし
た。祝日が日曜日と重なるとその年は暦から消える中で、イエスの先駆
者となった洗礼者聖ヨハネの誕生は特別です。ほかにも聖ペトロ聖パウ
ロの祝日が日曜日と重なったときも特別扱いです。洗礼者聖ヨハネに焦
点を当てて、今週の学びを見つけることにしましょう。  

今週の朗読で目につくのは、ヨハネの誕生を喜ぶ周囲の人々と、両
親の喜びとでは見ているものが違うということです。人々は、子どもに
恵まれない夫婦を神が大いに慈しまれたと喜びました。両親は、我が子
を前に、「主の前に道を整える預言者」が生まれたと見ていたのです。  

誕生したことに目を向ける周囲の人々は、当時のしきたりに従って
子どもに名前をつけようとします。彼らの目には、子どもに恵まれたと
いうこと以外は見えていなかったからです。ところが両親は、神の計画
に沿った出来事だから、神の計画に沿った名前をつけなければならない
と理解していました。「名はヨハネとしなければなりません」「この子
の名はヨハネ」眼の前の子どもを、単に赤ん坊と見ている周囲の人々と、
預言者と見ている両親とでは、見えているものが違っていたのです。  

何が違っていたのでしょうか。両親には、見えないものが見えてい
たのです。人々が「あなたの親類には、そういう名の付いた人はだれも
いない」（1・61）と言ったとき、周囲の人々には見えていないものを見
せてもらっている。そんな静かな喜びに満たされていたことでしょう。  

見えないものを見る力を「信仰」と言い換えても良いでしょう。主
の天使から我が子の誕生を予告されたとき、受け入れることができませ
んでした。主の天使が見ているものを、ザカリアはその時点で見ること
ができなかったからです。見えないものを見る力、「信仰」が足りなか
ったのです。そのためザカリアは神によって口がきけなくなりました。  

今ようやく、ザカリアはエリサベトとともに主の天使が予告した世
界が見えるようになったのです。単に我が子が与えられたというだけで
はなく、イスラエルの民に「主に先立つ預言者」「主の道を整える者」
が与えられたことを見て取ったのです。  

見えないものが見えるとき、信仰はより一層深まります。ザカリア
は主の天使の言葉を疑い、口が聞けなくりましたが、今ようやく見えな
いものが見えるようになり、信仰が深まり準備が整ったので、神を賛美
し始めます。  

ここで見逃してはいけないことがあります。父ザカリアは「口が開
き、舌がほどけ、神を賛美し始めた」（1・64）となっていますが、これ
は日本語の翻訳がそうなっているのであって、見えないものを見るため
には、もう一歩踏み込む必要があります。この部分を元の言葉であるギ
リシャ語に近い訳をすると「口は開かれ、舌がほどかれ、神を賛美して
言った」となるそうです。この違いにお気づきでしょうか。  



違いは「口が開き」と「口が開かれ」です。「口が開いた」これだ
けですと、今まで内面の問題などで言葉を失っていた状態から回復して
語りだしたように感じます。当時周囲の人々にはそのように見えていた
かもしれません。  

しかし「口が開かれた」という意味であれば、その向こうに「口が
開けないように仕向けた方」がおられて、その方がザカリアを赦し、赦
された証しに口が開かれたことになります。その御方とは「神」であっ
て、ザカリアはかつての疑いの罪がようやく赦されて、神を賛美し始め
たということです。  

ザカリアにとってこの賛美は、見えないものが見えるようになった
賛美、信仰を深めてもらったことへの賛美でした。私たちも説教の結び
は、見えないものを見せてもらったことへの賛美で終わりたいのです。  

では、洗礼者聖ヨハネの誕生は私たちにとってどんな意味があるの
でしょうか。主の道を整える預言者が私たちにも与えられたということ
です。人々に主の道を整える、その日がやってきたということです。当
時そのような機会に恵まれただけではなく、今も私たちを通して、主の
道を整える、その日が来ているということなのです。  

これを、私たち誰もが知っている言葉で何と言えばよいでしょうか。
私が言わずとも、ここにいる皆さんが声に出してくれたなら、説教を閉
じても構いません。どんな言葉が当てはまるでしょうか。口は開いたま
まで、思い浮かばないでしょうか。おそらくこの言葉にたどり着くと思
います。ミサ中の言葉です。「主の死を思い、復活をたたえよう。主が
来られるまで。」  

ヨハネの誕生を通して、主の道を整える時代がやってきたと言いま
した。今の時代、誰が主の道を整える人なのでしょうか。主任司祭でし
ょうか。修道院のシスターたちでしょうか。そうかも知れませんが、も
っと身近な場所では、ここに集まっている皆さんお一人おひとりが、「主
の道を整える預言者」なのではないでしょうか。  

たとえば家庭で、日に三度の食事を頂いています。時には来客も交
えて、楽しい食事かもしれません。その食事を、主の道にかなったもの
に整えるために、「食前の祈り」をします。誰が「食前の祈り」を唱え
るのでしょうか。主任司祭が呼ばれて唱えるのでしょうか。  

日々の生活。朝が来て、夜で一日が終わります。一日の始まりを主
の道にかなったものにするために「朝の祈り」を唱えます。誰が「朝の
祈り」を唱えるのでしょうか。まさか、修道院のシスターが呼び出され
て唱えるのでしょうか。  

十分、答えはわかっていると思います。世に対して、そして世の終
わりまで、「主の道を整える預言者」となるのは私たち一人ひとりなの
です。今週洗礼者聖ヨハネの誕生に選ばれた朗読から、ぜひ見えないも
のを見抜いて、生活に活かしてください。見えないものが見える信仰の
目を常に磨いてくださるよう、主に願い求めることにしましょう。  
 

年間第 13 主日 (マルコ 5:21-43) 


